
令和4 年度 〔 〕 シラバス 北海道北見緑陵高等学校

1
2
3
4
5
6
7
8

1 2 3 4 5 6 7 8 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

4 ○ ○ ○

4 ○ ○ ○

5 ○ ○ ○

5 ○ ○ ○

6 ○ ○ ○

6 ○ ○ ○

7 ○ ○ ○

7 ○ ○ ○

7 ○ ○ ○

9 ○ ○ ○

9 ○ ○ ○

9 ○ ○ ○

10 ○ ○ ○

10 ○ ○ ○

10 ○ ○ ○

11 ○ ○ ○

11 ○ ○ ○

11 ○ ○ ○

12 ○ ○ ○

12 ○ ○ ○

それに関わる語彙や文法

自分の経験を述べる表現

それに関わる語彙や文法

自分の意見を述べる表現

人物 偉人やある分野で活躍する人
について

それに関わる語彙や文法

スポーツに関する語
彙、表現、文法等の
理解を深め、聞く読
む話す書くことによる
実際のコミュニケショ
ンにおいて、目的や
場面，状況などに応
じて適切に活用でき
る技能を身に付けて
いる。

授業での取り組み
定期考査
小テストや実技テスト
課題やレポート
などを元に評価します

目的や場面，状況な
どに応じて，スポー
ツについての情報や
考えなどの概要や要
点，詳細，意図など
を的確に理解した
り，これらを活用して
適切に表現したり伝
え合ったりしている。

スポーツに対する理
解を深め，聞き手，
読み手，話し手，書
き手に配慮しなが
ら，主体的，自律的
に外国語を用いてコ
ミュニケーションを図
ろうとしている。

それに関わる語彙や文法

調査について述べる表現

国際社会 社会問題 社会問題や政治経済につい
て

自然科学 動物

環境問題 環境問題や自然について

研究について述べる表現

文化教養 スポーツ スポーツの背景や意義につい
て

自分の意見を述べる表現

異文化 異文化や多様性について

それに関わる語彙や文法

動物の生態や生息環境について

科学技術 テクノロジーや科学研究について

それに関わる語彙や文法

それに関わる語彙や文法

自分の興味を述べる表現

以上の観点をふまえ、

自律力 規範意識をもって自律的に行動することができる。
実践力 自ら考えて行動し実践することができる。

授業での取り組み、定期考査、小テストや実技テスト、課題やレポートの実施状況などを総合的に評価します。

担
当
者
か
ら

ペアワークやグループワークなどのコミュニケーション活動を行い、様々な事柄について英語で理解を深める科目です。積極的に活動に参加するようにしましょう。
また多くの支援を活用し、情報や考えなどを適切に理解したり、適切に伝えたりする基礎的な能力を養います。

月 大単元 単元（題材） 学習内容
重点評価事項(資質・能力) 単元（題材）の評価規準

学
習
評
価

育成を目指す資質・能力 育成を目指す資質・能力の評価内容
基盤的学力 文章を読み解き、対話により意見や考えを他者と交わすことができる。

問題発見・解決能力 問いを立て、解決に向かうことができる。

評価方法

１年

自己認識力 自分の思考を客観的に捉えることができる。

情報活用能力 情報を活用し、問題発見・解決や自分の考えの形成に役立てることができる。
主体的判断能力 物事を多面的に吟味し、主体的に判断・行動することができる。

協働力 他者を尊重し、協働することができる。

外 国 語 科
教科 科目 単位数 種別 年次

学
習
方
法

教科書の内容を中心にワークシート等を使い、英文を読み、聞き、話し、書き、問いに答えることを通して理解する。

また、それを用いて自分の意見を発表したり、他者と意見交換したりなどする。

使用教科書 文英堂　Grove English CommunicationⅠ 担当者

学
習
目
標

外国語によるコミュニケーションにおける見方・考え方を働かせ、外国語による聞くこと、読むこと、話すこと、書くことの言語活動及びこれらを結び付けた統合的な
言語活動を通して、情報や考えなどを的確に理解したり適切に表現したり伝え合ったりするコミュニケーションを図る資質・能力を次のとおり育成することを目指
す。

外国語 英語コミュニケーションⅠ 3 必修科目

動物に関する語彙、
表現、文法等の理解
を深め、聞く読む話
す書くことによる実際
のコミュニケションに
おいて、目的や場
面，状況などに応じ
て適切に活用できる
技能を身に付けてい
る。

目的や場面，状況な
どに応じて，動物に
ついての情報や考
えなどの概要や要
点，詳細，意図など
を的確に理解した
り，これらを活用して
適切に表現したり伝
え合ったりしている。

動物に対する理解を
深め，聞き手，読み
手，話し手，書き手
に配慮しながら，主
体的，自律的に外国
語を用いてコミュニ
ケーションを図ろうと
している。

テクノロジーに関す
る語彙、表現、文法
等の理解を深め、聞
く読む話す書くことに
よる実際のコミュニケ
ションにおいて、目
的や場面，状況など
に応じて適切に活用
できる技能を身に付
けている。

目的や場面，状況な
どに応じて，テクノロ
ジーについての情報
や考えなどの概要や
要点，詳細，意図な
どを的確に理解した
り，これらを活用して
適切に表現したり伝
え合ったりしている。

テクノロジーに対す
る理解を深め，聞き
手，読み手，話し
手，書き手に配慮し
ながら，主体的，自
律的に外国語を用
いてコミュニケーショ
ンを図ろうとしてい
る。

環境問題に関する
語彙、表現、文法等
の理解を深め、聞く
読む話す書くことに
よる実際のコミュニケ
ションにおいて、目
的や場面，状況など
に応じて適切に活用
できる技能を身に付
けている。

目的や場面，状況な
どに応じて，環境問
題についての情報
や考えなどの概要や
要点，詳細，意図な
どを的確に理解した
り，これらを活用して
適切に表現したり伝
え合ったりしている。

環境問題に対する
理解を深め，聞き
手，読み手，話し
手，書き手に配慮し
ながら，主体的，自
律的に外国語を用
いてコミュニケーショ
ンを図ろうとしてい
る。

社会問題に関する
語彙、表現、文法等
の理解を深め、聞く
読む話す書くことに
よる実際のコミュニケ
ションにおいて、目
的や場面，状況など
に応じて適切に活用
できる技能を身に付
けている。

目的や場面，状況な
どに応じて，社会問
題についての情報
や考えなどの概要や
要点，詳細，意図な
どを的確に理解した
り，これらを活用して
適切に表現したり伝
え合ったりしている。

社会問題に対する
理解を深め，聞き
手，読み手，話し
手，書き手に配慮し
ながら，主体的，自
律的に外国語を用
いてコミュニケーショ
ンを図ろうとしてい
る。

人物に関する語彙、
表現、文法等の理解
を深め、聞く読む話
す書くことによる実際
のコミュニケションに
おいて、目的や場
面，状況などに応じ
て適切に活用できる
技能を身に付けてい
る。

目的や場面，状況な
どに応じて，人物に
ついての情報や考
えなどの概要や要
点，詳細，意図など
を的確に理解した
り，これらを活用して
適切に表現したり伝
え合ったりしている。

人物に対する理解を
深め，聞き手，読み
手，話し手，書き手
に配慮しながら，主
体的，自律的に外国
語を用いてコミュニ
ケーションを図ろうと
している。

異文化に関する語
彙、表現、文法等の
理解を深め、聞く読
む話す書くことによる
実際のコミュニケショ
ンにおいて、目的や
場面，状況などに応
じて適切に活用でき
る技能を身に付けて
いる。

目的や場面，状況な
どに応じて，異文化
についての情報や
考えなどの概要や要
点，詳細，意図など
を的確に理解した
り，これらを活用して
適切に表現したり伝
え合ったりしている。

異文化に対する理
解を深め，聞き手，
読み手，話し手，書
き手に配慮しなが
ら，主体的，自律的
に外国語を用いてコ
ミュニケーションを図
ろうとしている。



12 ○ ○ ○

2 ○ ○ ○

2 ○ ○ ○

2 ○ ○ ○

3 ○ ○ ○

3 ○ ○ ○

3 ○ ○ ○

自分の好みを述べる表現

芸術に関する語彙、
表現、文法等の理解
を深め、聞く読む話
す書くことによる実際
のコミュニケションに
おいて、目的や場
面，状況などに応じ
て適切に活用できる
技能を身に付けてい
る。

目的や場面，状況な
どに応じて、芸術に
ついての情報や考
えなどの概要や要
点，詳細，意図など
を的確に理解した
り，これらを活用して
適切に表現したり伝
え合ったりしている。

芸術に対する理解を
深め，聞き手，読み
手，話し手，書き手
に配慮しながら，主
体的，自律的に外国
語を用いてコミュニ
ケーションを図ろうと
している。

芸術 芸術作品の背景や特徴につ
いて

それに関わる語彙や文法

自分の体験を述べる表現

スポーツに関する語
彙、表現、文法等の
理解を深め、聞く読
む話す書くことによる
実際のコミュニケショ
ンにおいて、目的や
場面，状況などに応
じて適切に活用でき
る技能を身に付けて
いる。

それに関わる語彙や文法

文学 文学作品の背景やメッセージ
について

文学に関する語彙、
表現、文法等の理解
を深め、聞く読む話
す書くことによる実際
のコミュニケションに
おいて、目的や場
面，状況などに応じ
て適切に活用できる
技能を身に付けてい
る。

目的や場面，状況な
どに応じて，文学に
ついての情報や考
えなどの概要や要
点，詳細，意図など
を的確に理解した
り，これらを活用して
適切に表現したり伝
え合ったりしている。

文学に対する理解を
深め，聞き手，読み
手，話し手，書き手
に配慮しながら，主
体的，自律的に外国
語を用いてコミュニ
ケーションを図ろうと
している。

授業での取り組み
定期考査
小テストや実技テスト
課題やレポート
などを元に評価します

目的や場面，状況な
どに応じて，スポー
ツについての情報や
考えなどの概要や要
点，詳細，意図など
を的確に理解した
り，これらを活用して
適切に表現したり伝
え合ったりしている。

スポーツに対する理
解を深め，聞き手，
読み手，話し手，書
き手に配慮しなが
ら，主体的，自律的
に外国語を用いてコ
ミュニケーションを図
ろうとしている。

自分の興味を述べる表現



令和4 年度 〔 〕 シラバス 北海道北見緑陵高等学校

1
2
3
4
5
6
7
8

1 2 3 4 5 6 7 8 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

4 ○ ○ ○

5 ○ ○ ○

6 ○ ○ ○

7 ○ ○ ○

8 ○ ○

9 ○ ○ ○

10 ○ ○ ○

11 ○ ○ ○

12 ○ ○ ○

1 ○ ○ ○

2 ○ ○ ○

3 ○ ○ ○

外 国 語 科
教科 科目 単位数 種別 年次

学
習
方
法

教科書の内容を基にしたプリントを中心に授業を進めていくので、授業を大切に理解を深めてください。

自主的に英語を活用する態度を身に着け、実践していきましょう。

使用教科書 いいずな書店　Harmony English Logic and Expression Ⅰ 担当者

学
習
目
標

外国語によるコミュニケーションにおける見方・考え方を働かせ、外国語による聞くこと、読むこと、話すこと、書くことの言語活動及びこれらを結び付けた統合的な
言語活動を通して、情報や考えなどを的確に理解したり適切に表現したり伝え合ったりするコミュニケーションを図る資質・能力を次のとおり育成することを目指
す。

外国語 論理・表現Ⅰ 2 必修科目 １年

自己認識力 自分の思考を客観的に捉えることができる。

情報活用能力 情報を活用し、問題発見・解決や自分の考えの形成に役立てることができる。
主体的判断能力 物事を多面的に吟味し、主体的に判断・行動することができる。

協働力 他者を尊重し、協働することができる。

以上の観点をふまえ、

自律力 規範意識をもって自律的に行動することができる。
実践力 自ら考えて行動し実践することができる。

・授業での取り組み、定期考査、小テスト、パフォーマンステストなどを総合的に評価します。

担
当
者
か
ら

授業で学んだことを理解し、ペアワーク、グループワークなどで実践して定着させましょう。

月 大単元 単元（題材） 学習内容
重点評価事項(資質・能力) 単元（題材）の評価規準

学
習
評
価

育成を目指す資質・能力 育成を目指す資質・能力の評価内容
基盤的学力 文章を読み解き、対話により意見や考えを他者と交わすことができる。

問題発見・解決能力 問いを立て、解決に向かうことができる。

評価方法

自分や身近な人に
ついて

人物紹介 紹介する

日常生活について 道案内をする 提案・依頼する

道を案内する

注意を引く

お礼や感謝を伝える

好きなものを紹介 要約する

感想や批評を述べる

相槌を打つ

したいことについて 行ってみたい場所 希望を述べる

理由を述べる

友達に相談する 助けを求める

描写する買い物

自分の活動を振り
返りながら、具体
的に希望を述べて
いる。また、理論を
一貫させて理由を
述べ、自分の考え
や気持ちなどを表
現しようとしてい
る。

助けを求め、お礼
や感謝を伝えると
きの表現を理解
し、学んだ表現を
適切に運用し、考
えや気持ちなどを
表現する基本的な
技能を身に着けて
いる。

適切な表現を用い
て、状況を整理し
て助けを求めた
り、お礼や感謝を
伝えたりして、自分
の考えや気持ちな
どを表現している。

自分の活動を振り
返りながら、状況を
整理して助けを求
めたり、お礼や感
謝を伝えたりして、
自分の考えや気
持ちなどを表現し
ようとしている。

定期考査
小テスト
パフォーマンステスト

定期考査
小テスト
パフォーマンステスト

定期考査
小テスト
パフォーマンステスト

定期考査
小テスト
パフォーマンステスト

提案する、依頼す
る、道順を説明す
るときの表現を理
解し、学んだ表現
を適切に運用し、
考えや肝紙などを
表現する基本的な
技能を身に着けて
いる。

適切な表現を用い
て、物事を提案し
たり、依頼したりし
ている。また、相手
にわかりやすく道
順を説明してい
る。

自分の活動を振り
返りながら、物事を
提案したり、依頼し
たりしている。ま
た、相手にわかり
やすく道順を説明
しようとしている。

自分や身近な人を
紹介する表現を理
解し、相手の注意
を引く表現を適切
に運用し、考えや
気持ちを表現する
基本的な技能を身
に着けている。

適切な表現を用い
てテーマに沿っ
て、自分や身近な
人を紹介してい
る。また、自分の
気持ちや考えを表
現している。

自分の活動を振り
返りながら、適切
な表現を用いて
テーマに沿って、
自分や身近な人を
紹介している。ま
た、自分の気持ち
や考えを表現しよ
うとしている

映画や本のあらす
じを要約したり、感
想や批評を述べた
りする表現を理解
し、学んだ表現を
適切に運用し、考
えや気持ちを表現
する基本的な技能
を身に着けてい
る。

適切な表現を用い
て、あらすじなどを
要約して紹介した
り、内容に関する
感想や批評を述
べたりしている。

自分の活動を振り
返りながら、あらす
じなどを要約して
紹介したり、内容
に関する感想や批
評を述べたりしよう
としている。

描写する、相槌を
打つときの表現を
理解し、学んだ表
現を適切に運用
し、考えや気持ち
などを表現する基
本的な技能を身に
着けている。

適切な表現を用い
て、わかりやすく物
事を描写してい
る。また、文脈に
応じて相槌を打っ
て、自分の考えや
気持ちなどを表現
している。

自分の活動を振り
返りながら、わかり
やすく物事を描写
している。また、文
脈に応じて相槌を
打って、自分の考
えや気持ちなどを
表現しようとしてい
る。

希望を述べる、理
由を述べるときの
表現を理解し、学
んだ表現を適切に
運用し、考えや気
持ちなどを表現す
る基本的な技能を
身に着けている。

適切な表現を用い
て、具体的に希望
を述べている。ま
た、理論を一貫さ
せて理由を述べ、
自分の考えや気
持ちなどを表現し
ている。



令和 4 年度 〔 〕 シラバス 北海道北見緑陵高等学校

1
2
3
4
5
6
7
8

1 2 3 4 5 6 7 8

4 ○ ○

4 ○ ○ ○

4 ○ ○ ○

5 ○ ○

5 ○ ○ ○

5 ○ ○ ○

6 ○ ○

6 ○ ○ ○

6 ○ ○ ○

7 ○ ○

7 ○ ○ ○

8 ○ ○ ○

9 ○ ○

10 ○ ○ ○

10 ○ ○ ○

10 ○ ○

10 ○ ○ ○

10 ○ ○ ○

11 ○ ○

11 ○ ○ ○

11 ○ ○ ○

12 ○ ○

12 ○ ○ ○

12 ○ ○ ○

1 ○ ○

1 ○ ○ ○

2 ○ ○ ○

2 ○ ○

2 ○ ○ ○

3 ○ ○ ○

外 国 語 科

教科書の内容を中心に学習し、習得した内容を元に自分の考えを表現するとともに、生徒同士で考えを共有する。

家庭学習において、日本語から英語に即座に言えるようになるまで音読を繰り返し、また継続的に語い学習を行う。

育成を目指す資質・能力

外国語

テーマの感想を主体的に発表しようとしたり、人の発表を共感的に聞こうとする

完了不定詞の用法を理解し、活用できる

学
習
目
標

数研出版　Revised BIG DIPPER English Communication Ⅱ

評価方法単元（題材）

担
当
者
か
ら

ワークシートを使用して授業を進めます。
語い力を身につけるために単語帳での学習を年間通じて継続的に行い、授業内ではペアワークなどのアクティビティにおいて積極的な姿勢で臨んでくださ
い。

外国語によるコミュニケーションにおける見方・考え方を働かせ、外国語による聞くこと、読むこと、話すこと、書くことの言語活動及びこれらを結び付けた統合
的な言語活動を通して、情報や考えなどを的確に理解したり適切に表現したり伝え合ったりするコミュニケーションを図る資質・能力を次のとおり育成すること
を目指す。

使用教科書

教科 科目

コミュニケーション英語Ⅱ

学
習
方
法

４ 選択科目

月

学
習
評
価

種別 年次

担当者

単位数

２年

育成を目指す資質・能力の評価内容

LESSON 3

LESSON 2

助動詞

様々な完了時制

SVC（that節）

様々な完了時制

LESSON 4 未来進行形に用法を理解し、活用できる

情報や考えを表現できる

テーマの感想を主体的に発表しようとしたり、人の発表を共感的に聞こうとする

LESSON 6

様々な受け身

受け身の用法を理解し、活用できる

情報や考えを表現できる

テーマの感想を主体的に発表しようとしたり、人の発表を共感的に聞こうとする

準動詞、形容詞に続くthat節の用法を理解し、活用できる

LESSON 5 様々な受け身

関係代名詞、分詞の用法を理解し、活用できる

情報や考えを表現できる

テーマの感想を主体的に発表しようとしたり、人の発表を共感的に聞こうとする

分詞構文、関係代名詞の用法を理解し、活用できる

情報や考えを表現できる

テーマの感想を主体的に発表しようとしたり、人の発表を共感的に聞こうとする

仮定法についての用法を理解し、活用できる

情報や考えを表現できる

様々な受け身

LESSON 7

LESSON 8 分詞構文

準動詞（不定詞・動名詞）

関係代名詞/前置詞＋関係題名詞

関係代名詞/前置詞＋関係題名詞

準動詞（不定詞・動名詞）

テーマの感想を主体的に発表しようとしたり、人の発表を共感的に聞こうとする

SVO（that節/疑問詞節）

未来進行形

助動詞＋完了形/受け身

未来進行形

分詞構文

仮定法過去・過去完了

関係副詞

仮定法過去・過去完了

LESSON 10

LESSON 9

完了不定詞

完了不定詞

形容詞＋to不定詞

重点評価事項(資質・能力)

基盤的学力 文章を読み解き、対話により意見や考えを他者と交わすことができる。
問題発見・解決能力

情報活用能力
主体的判断能力

協働力
自律力
実践力

自己認識力

問いを立て、解決に向かうことができる。
情報を活用し、問題発見・解決や自分の考えの形成に役立てることができる。
物事を多面的に吟味し、主体的に判断・行動することができる。
他者を尊重し、協働することができる。
規範意識をもって自律的に行動することができる。
自ら考えて行動し実践することができる。
自分の思考を客観的に捉えることができる。

単元（題材）の評価基準大単元

以上の観点をふまえ、

授業の取り組みや定期考査、小テスト、課題提出状況などを総合的に評価します。

文型の用法を理解し、活用できる

情報や考えを表現できる

テーマの感想を主体的に発表しようとしたり、人の発表を共感的に聞こうとする

様々な完了時制の用法を理解し、活用できる

スピーチを読み、その情報や考えを表現できる

テーマの感想を主体的に発表しようとしたり、人の発表を共感的に聞こうとする

助動詞の用法を理解し、活用できる

情報や考えを表現できる

学習内容

様々な完了時制

助動詞

単語等の小テスト

LESSON 1 年４回の定期考査

5文型の復習

文型の用法

課題への取組

情報や考えを表現できる

テーマの感想を主体的に発表しようとしたり、人の発表を共感的に聞こうとする

情報や考えを表現できる

テーマの感想を主体的に発表しようとしたり、人の発表を共感的に聞こうとする

S be 形＋that節

分詞

関係代名詞の非制限用法



令和 4 年度 〔 〕 シラバス 北海道北見緑陵高等学校

1
2
3
4
5
6
7
8

1 2 3 4 5 6 7 8

4 ○ ○ ○

4 ○ ○ ○

5 ○ ○ ○

5 ○ ○ ○

6 ○ ○ ○

6 ○ ○ ○

7 ○ ○ ○

7 ○ ○ ○

8 ○ ○ ○

8 ○ ○ ○

9 ○ ○ ○

9 ○ ○ ○

10 ○ ○ ○

10 ○ ○ ○

11 ○ ○ ○

11 ○ ○ ○

12 ○ ○ ○

12 ○ ○ ○

1 ○ ○ ○

1 ○ ○ ○

2 ○ ○ ○

2 ○ ○ ○

3 ○ ○ ○

3 ○ ○ ○

理解し、問いに答えたり簡単な文を書き発表することができる

Expressing

Expressing

Expressing

授業の取り組みや定期考査、プレゼンテーションやレポートなどの実技、課題提出状況などを総合的に評価します。

モデル会話や例文を元に学習した文法やその活用方法を

理解し、問いに答えたり簡単な文を書き発表することができる

モデル会話や例文を元に学習した文法やその活用方法を

理解し、問いに答えたり簡単な文を書き発表することができる

モデル会話や例文を元に学習した文法やその活用方法を

理解し、問いに答えたり簡単な文を書き発表することができる

Part1

学習内容

動詞を決める、語順② などを元に評価

動詞を決める、不定詞

小テスト

Lesson1 ワークシートの取り組み

主語を決める②

主語を決める①

定期テスト

重点評価事項(資質・能力)

基盤的学力 文章を読み解き、対話により意見や考えを他者と交わすことができる。
問題発見・解決能力

情報活用能力
主体的判断能力

協働力
自律力
実践力

自己認識力

問いを立て、解決に向かうことができる。
情報を活用し、問題発見・解決や自分の考えの形成に役立てることができる。
物事を多面的に吟味し、主体的に判断・行動することができる。
他者を尊重し、協働することができる。
規範意識をもって自律的に行動することができる。
自ら考えて行動し実践することができる。
自分の思考を客観的に捉えることができる。

単元（題材）の評価基準大単元

以上の観点をふまえ、

動詞の形を決める、過去・完了

Expressing

Expressing

動詞の形を決める、進行・未来

比較を表す、最上級

Lesson8 比較を表す、原級・比較級

修飾語を加える、形容詞・分詞

修飾語を加える、副詞・不定詞

修飾語を加える、副詞節

修飾語を加える、関係詞

動詞の形を決める、仮定法

Lesson7 モデル会話や例文を元に学習した文法やその活用方法を

理解し、問いに答えたり簡単な文を書き発表することができる

モデル会話や例文を元に学習した文法やその活用方法を

理解し、問いに答えたり簡単な文を書き発表することができる

Lesson4 モデル会話や例文を元に学習した文法やその活用方法を

理解し、問いに答えたり簡単な文を書き発表することができる

Lesson6

Expressing

モデル会話や例文を元に学習した文法やその活用方法を

理解し、問いに答えたり簡単な文を書き発表することができる

モデル会話や例文を元に学習した文法やその活用方法を

Lesson5 動詞の形を決める、助動詞

２年

育成を目指す資質・能力の評価内容

Lesson3

Lesson2

動詞を決める、使役・知覚

Expressing

プレゼンテーション・レポート

Expressing

動詞を決める、語順①

学
習
目
標

いいずな書店　be English Expression Ⅱ

評価方法単元（題材）

担
当
者
か
ら

文法や表現の学習と、それを使った表現の練習を繰り返していきます。
間違っても良いので、トライ＆エラーを繰り返していくことで、学習した文法を実際に使えるように練習していきましょう。

外国語によるコミュニケーションにおける見方・考え方を働かせ、外国語による聞くこと、読むこと、話すこと、書くことの言語活動及びこれらを結び付けた統合
的な言語活動を通して、情報や考えなどを的確に理解したり適切に表現したり伝え合ったりするコミュニケーションを図る資質・能力を次のとおり育成すること
を目指す。

使用教科書

教科 科目

英語表現Ⅱ

学
習
方
法

2 必修科目

月

学
習
評
価

種別 年次

担当者

単位数

外 国 語 科

モデル会話文を聞く、読むなどして、英語の基本的な文法や表現を学習し、それをもとに簡単に話したり、書いたり発表することで英語の表現を身に付ける。

育成を目指す資質・能力

外国語



令和 4 年度 〔 〕 シラバス 北海道北見緑陵高等学校

1
2
3
4
5
6
7
8

1 2 3 4 5 6 7 8

4 ○ ○ ○

4 ○ ○ ○

4 ○ ○ ○

5 ○ ○ ○

5 ○ ○ ○

5 ○ ○ ○

6 ○ ○ ○

6 ○ ○ ○

6 ○ ○ ○

7 ○ ○ ○

7 ○ ○ ○

7 ○ ○ ○

8 ○ ○ ○

8 ○ ○ ○

8 ○ ○ ○

9 ○ ○ ○

9 ○ ○ ○

9 ○ ○ ○

10 ○ ○ ○

10 ○ ○ ○

10 ○ ○ ○

11 ○ ○ ○

11 ○ ○ ○

11 ○ ○ ○

12 ○ ○ ○

12 ○ ○ ○

12 ○ ○ ○

1 ○ ○ ○

1 ○ ○ ○

1 ○ ○ ○

学習した情報や知識をもとに要点をまとめたり

意見を交換、表現することができる。

学習した情報や知識をもとに要点をまとめたり

意見を交換、表現することができる。

皇帝ペンギンの生態についての文章をを理解し

学習した情報や知識をもとに要点をまとめたり

意見を交換、表現することができる。

カフェインの効果や危険性についての文章を理解し

学習した情報や知識をもとに要点をまとめたり

意見を交換、表現することができる。

チャールズドリューの経歴に関する文章を理解し

学習した情報や知識をもとに要点をまとめたり

意見を交換、表現することができる。

重点評価事項(資質・能力)

基盤的学力 文章を読み解き、対話により意見や考えを他者と交わすことができる。
問題発見・解決能力

情報活用能力
主体的判断能力

協働力
自律力
実践力

自己認識力

問いを立て、解決に向かうことができる。
情報を活用し、問題発見・解決や自分の考えの形成に役立てることができる。
物事を多面的に吟味し、主体的に判断・行動することができる。
他者を尊重し、協働することができる。
規範意識をもって自律的に行動することができる。
自ら考えて行動し実践することができる。
自分の思考を客観的に捉えることができる。

単元（題材）の評価基準大単元

以上の観点をふまえ、

授業の取り組みや定期考査、プレゼンテーションやレポートなどの実技、課題提出状況などを総合的に評価します。

Lesson8

小テスト

Lesson1 ワークシートの取り組み

動物・自然・気象に関する語彙

皇帝ペンギンの生態

定期テスト

動物と数学の関係

動物・数学に関する語彙

自身の知識を述べる表現

Lesson10

Lesson9

政治・労働・幸福に関する語彙

ムヒカ氏の人物・演説

自身の意見を述べる表現

資源・経済・温暖化に関する語彙

アイデアや案を提示する表現

自身の経験について述べる表現

自身の意見を述べる表現

自然科学・植物に関する語彙

自身の興味、調査について述べる表現

ノンバーバルコミュニケーションの重要性

コミュニケーション・文化・社会に関する語彙

Lesson7

世界の水危機の現状

クリスマス休戦の歴史

ポリティカルコレクトネスとは

政治・社会・平等に関する語彙

歴史・文化・クリスマスに関する語彙

ポリティカルコレクトネスとは何かを理解し

学習した情報や知識をもとに要点をまとめたり

意見を交換、表現することができる。

世界の水危機の現状を理解し

学習した情報や知識をもとに要点をまとめたり

意見を交換、表現することができる。

動物と数学の関係についての文章を理解し

学習した情報や知識をもとに要点をまとめたり

Lesson5

医療・差別・歴史に関する語彙

自身の意見を述べる表現

バイオミメティクスとは

Lesson6

自身の行動に関して述べる表現

Lesson4 バイオミメティクスとはなにかを理解し

学習した情報や知識をもとに要点をまとめたり

意見を交換、表現することができる。

ノンバーバルコミュニケーションの重要性を理解し

学習した情報や知識をもとに要点をまとめたり

意見を交換、表現することができる。

クリスマス休戦の歴史を理解し

育成を目指す資質・能力の評価内容

Lesson3

Lesso2

チャールズドリューの経歴

自身の好みについて述べる表現

プレゼンテーション・レポート

自身の興味について述べる表現

カフェインの効果、危険性

学習内容

飲食・健康・科学に関する語彙 などを元に評価する

種別 年次

担当者

単位数

外国語 ３年

教科書の内容を中心にワークシート等を使用し、内容に関する問いに答えたり、考えを共有したり、表現することで内容理解に努める

育成を目指す資質・能力

学
習
目
標

外 国 語 科

LANDMARK Fit Engglish CommunicationⅢ（啓林館）

評価方法単元（題材）

担
当
者
か
ら

ペアワークやグループワーク等のコミュニケーション活動を通して英語の文章を読み、様々な事物について学習する科目です。
活動の中で、自分の考えを持ち、それを共有したり表現したりすることで、理解を深めていきます。積極的に授業に参加するようにしましょう。

外国語によるコミュニケーションにおける見方・考え方を働かせ、外国語による聞くこと、読むこと、話すこと、書くことの言語活動及びこれらを結び付けた統合的な言語活動
を通して、情報や考えなどを的確に理解したり適切に表現したり伝え合ったりするコミュニケーションを図る資質・能力を次のとおり育成することを目指す。

使用教科書

教科 科目

コミュニケーション英語Ⅲ

学
習
方
法

３ 共通履修科目

月

学
習
評
価

意見を交換、表現することができる。

ムヒカ氏の人物や彼の演説についての文章を理解し



令和 4 年度 〔 〕 シラバス 北海道北見緑陵高等学校

1
2
3
4
5
6
7
8

1 2 3 4 5 6 7 8

4 ○ ○ ○

4 ○ ○ ○

4 ○ ○ ○

4 ○ ○ ○

4 ○ ○ ○

4 ○ ○ ○

5 ○ ○ ○

5 ○ ○ ○

5 ○ ○ ○

5 ○ ○ ○

5 ○ ○ ○

5 ○ ○ ○

6 ○ ○ ○

6 ○ ○ ○

6 ○ ○ ○

6 ○ ○ ○

6 ○ ○ ○

6 ○ ○ ○

7 ○ ○ ○

7 ○ ○ ○

7 ○ ○ ○

7 ○ ○ ○

7 ○ ○ ○

7 ○ ○ ○

8 ○ ○ ○

8 ○ ○ ○

9 ○ ○ ○

9 ○ ○ ○

9 ○ ○ ○

10 ○ ○ ○

10 ○ ○ ○

10 ○ ○ ○

11 ○ ○ ○

11 ○ ○ ○

12 ○ ○ ○

12 ○ ○ ○

12 ○ ○ ○

1 ○ ○ ○

1 ○ ○ ○

理解し、問いに答えたり簡単な文を書き発表することができる

文章を理解し要点をとらえた要約文を書くことができる

与えられた問いに対し、もしくは自ら問いを設定し

自身の考えや資料、情報を整理し、構成に沿った文章を

学習した表現等を活用し他者に伝えることができる

与えられた問いに対し、もしくは自ら問いを設定し他者と

モデル会話や例文を元に学習した文法やその活用方法を

理解し、問いに答えたり簡単な文を書き発表することができる

モデル会話や例文を元に学習した文法やその活用方法を

理解し、問いに答えたり簡単な文を書き発表することができる

モデル会話や例文を元に学習した文法やその活用方法を

理解し、問いに答えたり簡単な文を書き発表することができる

重点評価事項(資質・能力)

基盤的学力 文章を読み解き、対話により意見や考えを他者と交わすことができる。
問題発見・解決能力

情報活用能力
主体的判断能力

協働力
自律力
実践力

自己認識力

問いを立て、解決に向かうことができる。
情報を活用し、問題発見・解決や自分の考えの形成に役立てることができる。
物事を多面的に吟味し、主体的に判断・行動することができる。
他者を尊重し、協働することができる。
規範意識をもって自律的に行動することができる。
自ら考えて行動し実践することができる。
自分の思考を客観的に捉えることができる。

単元（題材）の評価基準大単元

以上の観点をふまえ、

授業の取り組みや定期考査、プレゼンテーションやレポートなどの実技、課題提出状況などを総合的に評価します。

Lesson8

Lesson2

Part2

Part1

小テスト

Lesson1 ワークシートの取り組み

主語を決める②

主語を決める①

定期テスト

ディスカッション・進め方

パラグラフを書く、列挙・順序

パラグラフを書く、例示・追加

パラグラフを書く、比較・対照

Lesson5

Lesson4

Lesson1

パラグラフを書く、要点・要約

パラグラフを書く、原因・理由・結果

プレゼン・ブレインストーミング

比較を表す、最上級

Expressing

プレゼン・資料を探す

Lesson1

Expressing

Part3

Expressing

動詞の形を決める、過去・完了

Expressing

動詞の形を決める、助動詞

動詞の形を決める、仮定法

Lesson7

比較を表す、原級・比較級

修飾語を加える、形容詞・分詞

修飾語を加える、副詞・不定詞

修飾語を加える、副詞節

修飾語を加える、関係詞

モデル会話や例文を元に学習した文法やその活用方法を

理解し、問いに答えたり簡単な文を書き発表することができる

モデル会話や例文を元に学習した文法やその活用方法を

理解し、問いに答えたり簡単な文を書き発表することができる

文の構成を理解し、主題文を書き、支持文を列挙できる

列挙した文に具体的な情報等を付け加えることができる

Lesson5

動詞を決める、不定詞

Expressing

動詞の形を決める、進行・未来

Lesson6

Expressing

Lesson4 モデル会話や例文を元に学習した文法やその活用方法を

理解し、問いに答えたり簡単な文を書き発表することができる

モデル会話や例文を元に学習した文法やその活用方法を

理解し、問いに答えたり簡単な文を書き発表することができる

モデル会話や例文を元に学習した文法やその活用方法を

育成を目指す資質・能力の評価内容

Lesson3

Lesson2

動詞を決める、使役・知覚

Expressing

プレゼンテーション・レポート

Expressing

動詞を決める、語順①

学習内容

動詞を決める、語順② などを元に評価する

種別 年次

担当者

単位数

外国語 ３年

モデル会話文を聞く、読むなどして、英語の基本的な文法や表現を学習し、それをもとに簡単に話したり、書いたり発表することで英語の表現を身に付ける。

育成を目指す資質・能力

学
習
目
標

外 国 語 科

Vision Quest English ExpressionⅡ Hope（啓林館）

評価方法単元（題材）

担
当
者
か
ら

文法や表現の学習と、それを使った表現の練習を繰り返していきます。
間違っても良いので、トライ＆エラーを繰り返していくことで、学習した文法を実際に使えるように練習していきましょう。

外国語によるコミュニケーションにおける見方・考え方を働かせ、外国語による聞くこと、読むこと、話すこと、書くことの言語活動及びこれらを結び付けた統合的な言語活動
を通して、情報や考えなどを的確に理解したり適切に表現したり伝え合ったりするコミュニケーションを図る資質・能力を次のとおり育成することを目指す。

使用教科書

教科 科目

英語表現Ⅱ

学
習
方
法

３ 共通履修科目

月

学
習
評
価

Lesson3

Lesson2

２つ以上の物を比較し、相違点や類似点を挙げられる

理由を説明したり、因果関係について述べることができる

プレゼン・アウトラインを作成する

プレゼン・原稿を書く

プレゼン・準備、実施

ディスカッション・実施 積極的に意見を交換し、理解を深めることができる

Lesson3 ディベート・進め方、準備 ディベートのルールを理解し、ルールに沿い適切な英文で

ディベート・注意点、判定 自らの主張を述べたり、相手の主張に反論することができる

ディベート・実施 チームメイトと協力して積極的に参加できる。


